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１　はじめに
　一昨年、2020年オリンピックの東京開催が決定し、東京では競技会場や都市インフラの整備など諸方面における準備が本格化している。東京、そして日本が注目される今後の期間は、わが国が掲げる「観光立国」の目標を達成する千載一遇の好機である。官民あげての観光客誘致の取り組みが盛んになる所以でもある。外国からの来訪者拡大に向けて、日本人が観光関連事業に関わる機会は増大するものと考えられるが、今後その中心的な役割を担うべき若年層には、相応の能力が求められることになる。国内の地域・文化の特色を深く理解してアピールしていく能力を備えることが必須条件となるが、「おもてなし」の精神に裏打ちされたサービスこそが日本の観光業における特長であることに鑑みれば、確立された接客方法の習得に加え、相手のことをよく知る、すなわち海外事情に詳しくなることもまた重要である。しかも出身地の異なる個々の来訪者に対応するためには、各国・地域の正確な位置情報に基づく、諸々の知識を持つことが極めて重要になってくる。むろん一般個人が海外の多くの国や地域を頻繁に訪れ知識を得ることは難しが、その位置を確認する作業は地図を利用することにより可能である。つまりそうした知識・能力を高めていく過程に、地図への関心、地図の利用頻度が大きく関わることになる。
　本研究は、今後わが国の観光事業において主要な担い手として期待されることになる大学生を対象として、地図の利用と外国における都市の位置把握についてその実態を調査し、両者の関係について考察するものである。調査は、2015年5月に、東京都内にある大学へ通う学生を対象として実施し、164名から有効回答を得た。
２　 地理の履修と地図利用の実態

　2-1　高校での地理履修と地図への関心

　高等学校において地理AまたはB、もしくは両方を履修した学生は、164名中79名と半数弱であった。地図をみることが好きか否かについては、「とても好き」・「まあまあ好き」と回答した者をあわせると64名（39.0%）であり、「好きでも嫌いでもない」とした60名（36.6%）、「あまり好きではない」・「嫌い」をあわせた40名（24.4%）のいずれよりも多かった。なお、「あまり好きではない」・「嫌い」と回答した者の割合が、高校での地理履修者では20.3%なのに対し、未履修者では28.4%となっていて、地理履修者の方が、地図嫌いは少ないという傾向にある。
　2-2　地図を見る目的と種類別にみた利用実態

　地図をみる（使う）目的（複数回答あり）は「目的地までのルート確認（以下A）」が102名（62.2%）と最も多く、続いて「地名・場所の位置確認（以下B）」40名（24.4%）、「特に目的なくみる（みるのが好き）（以下C）」24名（14.6%）などとなっている。地図が「あまり好きではない」・「嫌い」とした者は「A」が65%であるのに対し、「B」が15%、「C」は0%、地図は「好きでも嫌いでもない」とした者は、「A」が68.3%「B」が21.6%、「C」が3.3%、地図が「とても好き」・「まあまあ好き」とした者は「A」が54.7%、「B」が32.8%、「C」が34.4%となっている。
　地図の種類別利用実態で、例えば「地図帳」についてみると、「よく使う」者は14名（8.5%）で「あまり使わない」者が大半を占める。地図帳は義務教育を含めれば学校で必ず使用したはずであるが、記憶にないのか「使ったことがない」とした者も22名あった。「冊子の道路地図」をよく使う学生はさらに少なく、アナログの地図はほとんど使用されないことがわかる。

　一方で、「PCで利用するWeb上の地図」については、63名が「よくみる」と回答しており、これに「プリントアウトして利用する」とした15名を加え78名（47.6%）がよく利用していることになる。また「携帯端末の地図アプリケーション」は123名（75.0%）が「よく使う」と回答した。デジタル地図、とりわけ携帯アプリの地図は、多くの学生がよく利用していることがわかる。
　前述の通り、地図をみるのが好きな者には地図を使用する目的を「B」「C」とした例が相対的に多いが、地図帳を「よく使う」と回答した者にも、これら「B」「C」の回答者が目立っている。一方で地図を使用する目的を「A」とした回答者は、PC利用のWeb上の地図や携帯アプリをよく使う事例が圧倒的に多くなっている。
３　 都市の所属国名に関する知識と位置把握の実態
　表1・2に掲げる10都市（1984年～2020年の夏季オリンピック開催地）について、各々が位置する国名の理解と地図上における位置把握の実態を調査した。

　国名に関する正解率は東京に次いで、北京（95.7%）、ロンドン（95.1%）、ソウル（93.2%）の順で高く、アトランタ（同35.3%）を除く9都市はいずれも正解率が7割以上と高い。これらの多くは首都もしくはそれに準じる大都市であり、大半の大学生にとってそれらの都市名は常識的に国名と結びつけて理解されていることがわかる。
　地図上における位置把握では、各々を正しい国の内に記入している割合は、東京についで北京（77.4%）、ロンドン・リオデジャネイロ（68.3%）、シドニー（67.7%）、ロサンゼルス（65.9%）、ソウル（61.0%）は比較的高いが、バルセロナ、アテネ、アトランタの値は低い。ただし、この値が高い都市でも国土面積の大きな国にある場合は、都市の所在地として示されている位置は様々で、位置までがほぼ正確に示されている回答は、いずれも2割以下である。すなわち、地図上における位置の把握は、国名と結びつける知識に比べてはるかに曖昧である。
４　都市位置の認知と地図利用との関係
　地図をみることが好きか否かとの関係でみると、地図が｢とても好き｣･｢まあまあ好き｣とした者では、都
市を正しい国の内に記入している回答の割合は、北京（87.5%）、リオデジャネイロ（85.9%）など、全体に比べて10～20ポイント程度高くなっている。位置まで正確に回答している割合も、それぞれ全体に比べて高く、何よりも無回答の割合が低くなっている。一方で、地図が「あまり好きでない」・「嫌い」とした者では、都市を正しい国の内に記入している回答の割合も相対的に低く、5割以上となるのは北京（62.5%）、ソウル（52.5%）、リオデジャネイロ（50.0%）だけである。位置まで正確に回答している割合については、いずれも1割に満たない。無回答の割合も高く、3割から9割近くに達している。すなわち、地図をみることの好き嫌いが、都市位置の把握に大きく影響していることがわかる。また、地図の中でも「地図帳（冊子）」をよく利用する者は、都市を正しい国の内に記入している割合が全体に高く、都市の位置まで正確に回答している割合も特に高くなっている。
表1　都市の所属国名について（回答数）
	
	正　解
	不正解
	無回答

	①　東　京
	161
	    0
	    3

	②　リオデジャネイロ
	　148
	    0
	   16

	③　ロンドン
	  156
	    0
	    8

	④　北　京
	  157
	    2
	    5

	⑤　アテネ
	  139
	    6
	   19

	⑥　シドニー
	  133
	    9
	   22

	⑦　アトランタ
	   58
	   25
	   81

	⑧　バルセロナ
	  117
	   13
	   34

	⑨　ソウル
	  153
	    2
	    9

	⑩　ロサンゼルス
	  146
	    2
	   16


　

表2　地図上における都市位置の記入（左;回答数　右;回答率%）
	
	位置まで正確
	国は正しい
	誤り（近隣）
	誤り（遠国）
	無回答

	①　東　京
	146
	89.02
	4
	2.44
	0
	0.00
	0
	0.00
	14
	8.54

	②　リオデジャネイロ
	10
	6.10
	102
	62.20
	2
	1.22
	1
	0.61
	49
	29.88

	③　ロンドン
	21
	12.80
	91
	55.49
	10
	6.10
	2
	1.22
	40
	24.39

	④　北　京
	21
	12.80
	106
	64.63
	6
	3.66
	0
	0.00
	31
	18.90

	⑤　アテネ
	24
	14.63
	19
	11.59
	37
	22.56
	2
	1.22
	82
	50.00

	⑥　シドニー
	14
	8.54
	97
	59.15
	0
	0.00
	5
	3.05
	48
	29.27

	⑦　アトランタ
	4
	2.44
	30
	18.29
	9
	5.49
	12
	7.32
	109
	66.46

	⑧　バルセロナ
	14
	8.54
	44
	26.83
	12
	7.32
	10
	6.10
	84
	51.22

	⑨　ソウル
	22
	13.41
	78
	47.56
	23
	14.02
	0
	0.00
	41
	25.00

	⑩　ロサンゼルス
	9
	5.49
	99
	60.37
	5
	3.05
	2
	1.22
	49
	29.88
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